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大
島
商
船
高
専
・
周
防
大

島
町
教
育
委
員
会
共
同
企
画

〈
幕
末
講
座
〉
幕
長
戦
争
（
四

境
の
役
）
大
島
口
を
巡
る
‐

海
と
陸
か
ら
見
る
戦
闘
地
‐

　

幕
末
期
の
周
防
大
島
で
ど
の
よ

う
な
戦
い
が
行
わ
れ
た
の
か
、
船

と
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
戦
闘
地
を

巡
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
／
９
月
２
日
㈯

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
集
合
・
解
散
場
所
／
大
島
商
船

高
等
専
門
学
校
（
小
松
）

■
対
象
／
町
内
外
を
問
わ
ず
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
募
集
人
数
／
30
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費
／
１
人　

１
０
０
０
円

■
講
師
／
田
口
由
香
さ
ん

（
大
島
商
船
高
等
専
門
学
校
講
師
）

■
申
込
方
法
／

　

周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
２
５
１
４

○
受
付
期
間

　

８
月
１
日
㈫
〜
８
月
21
日
㈪

○
受
付
時
間

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時

※
電
話
以
外
で
の
お
申
し
込
み
は

ご
遠
慮
願
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
週

水
曜
日
は
休
館
の
た
め
受
付
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
は
、
町
と
大
島
商

船
高
専
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
２
５
１
４

人
権
啓
発
資
料
展
開
催

　

基
本
的
人
権
の
尊
重
は
、
国
民

の
権
利
の
中
軸
を
な
す
も
の
、
近

代
的
な
民
主
主
義
国
家
の
存
立
の

基
盤
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
現
代
社
会
に
お
い
て
も
、
な

お
い
ち
じ
る
し
く
基
本
的
人
権
を

侵
害
さ
れ
、
と
く
に
、
現
代
社
会

の
原
理
と
し
て
何
人
に
も
保
障
さ

れ
て
い
る
市
民
的
権
利
と
自
由
を

完
全
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
状
態
に
お
か
れ
て
い
る
人
々
も

い
ま
す
。
今
年
は
、
基
本
的
人
権

に
か
か
わ
る
重
大
な
問
題
に
つ
い

て
、
教
科
書
に
書
か
れ
て
あ
る
事

実
を
48
点
の
パ
ネ
ル
に
ま
と
め
、

見
て
考
え
る
場
を
設
け
ま
す
。

■
開
催
期
間
／

　

８
月
１
日
㈫
〜
15
日
㈫

■
場
所
／
大
島
文
化
セ
ン
タ
ー

　

玄
関
ホ
ー
ル

■
主
催
／

　

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会

■
後
援
（
パ
ネ
ル
提
供
）
／

　

㈶
福
岡
県
人
権
啓
発
情
報
セ
ン

　

タ
ー

■
入
場
料
／
無
料

■
問
い
合
わ
せ
／
大
島
教
育
支
所

☎
７
４
‐
５
３
０
０

周
防
大
島
町
栄
養
士
（
健
康
運
動
指
導
士
）

　
　
　
　

中　

村　
　
　

作　
（
健
康
づ
く
り
班
）

水
中
運
動
を
始
め
て
み
よ
う
！

　　

こ
の
度
、
竜
崎
温
泉
に
『
温
水
プ
ー
ル
』
が

で
き
ま
し
た
。
陸
上
で
の
運
動
は
思
っ
た
以
上

に
衝
撃
が
大
き
く
、
特
に
関
節
（
腰
・
膝
な
ど
）

へ
の
負
担
が
か
か
り
ま
す
が
、
水
中
で
の
運
動

は
次
の
特
性
が
あ
り
ま
す
。

①
浮
力

　

水
中
で
の
運
動
は
、
浮
力
に
よ
っ
て
体
重
が

軽
く
な
る
（
肩
ま
で
つ
か
れ
ば
陸
上
に
い
る
と

き
の
約
10
分
の
１
、
腰
ま
で
つ
か
れ
ば
２
分
の

１
に
減
少
）
た
め
、
下
半
身
や
関
節
へ
の
負
担

が
少
な
く
運
動
が
で
き
ま
す
。
ま
た
体
が
軽
く

な
る
こ
と
で
、
筋
肉
の
緊
張
が
解
け
、
充
分
に

リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
抵
抗

　

水
中
で
は
、
動
き
が
早
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど

抵
抗
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
自
分

で
速
さ
を
調
節
す
れ
ば
、
運
動
強
度
を
自
由
自

在
に
操
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
体
は
水
圧

に
よ
る
抵
抗
を
受
け
る
た
め
、
陸
上
で
同
じ
運

動
を
し
た
と
き
よ
り
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
が

大
き
く
な
り
ま
す
。

③
水
圧

　

水
圧
は
、
水
深
が
深
く
な
る
ほ
ど
大
き
く
な

る
の
で
、
胸
の
あ
た
り
よ
り
も
足
の
水
圧
の
ほ

う
が
高
く
な
る
た
め
、静
脈
還
流
が
促
進
さ
れ
、

血
液
の
循
環
が
よ
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
胸
に

水
圧
が
か
か
る
こ
と
で
、
呼
吸
筋
が
鍛
え
ら
れ

心
肺
機
能
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
水
温

　

プ
ー
ル
は
、
約
30
度
と
体
温
よ
り
も
低
い
温

度
に
保
た
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
寒
冷
刺
激
と

な
り
、
体
が
熱
を
奪
わ
れ
な
い
よ
う
に
防
御
反

応
が
高
ま
る
こ
と
で
、
新
陳
代
謝
が
高
ま
り
温

度
変
化
に
対
応
で
き
る
体
に
な
り
ま
す
。

　

水
中
運
動
だ
け
で
な
く
、
運
動
は
短
時
間
で

も
持
続
し
て
行
う
こ
と
、習
慣
化
が
大
切
で
す
。

温
水
プ
ー
ル
で
健
康
づ
く
り
を
は
じ
め
ま
し
ょ

う
！

お知らせ７月


